














貪食細胞の機能を把握する手段として,chemiluminescence(CL)を利用する方法は極めて有

用である。この CL には内因性CL と luminol を介した CL(luminol 依存性 CL)の 2種類があ

るが,その発光量の多さからいって,臨床的には最近後者が用いられている。この Iumino1

依存性 CL の原理は,貪食などにより活性化された貪食細胞がＯ2-,1Ｏ2・ＯＨ,Ｈ2Ｏ2など

の活性酸素を産生して,それらが lumino1 を酸化することにより光粒子を放出させること

に基づいてしる。すなわちこの系における発生光粒子量と貪食細胞の活性程度は良く相関

する。また産生される活性酸素は細胞内における殺菌機構の重要な担い手であるため,この

luminol 依存性 CL を測定することにより,貪食細胞の殺菌機能を間接的に評価できる。一

般的に CL は purify した貪食細胞,すなわち主に好中球について応用されている。しかしな

がらこの方法は臨床検査法としては比較的複雑で,また好中球分離の操作が結果に多大な

影響を与える。今回われわれは全血をそのまま利用して,顆粒球機能と血中オプソニン活性

を同時に測定する目的の CL 測定法を開発した。この方法は微量の血液(0.1ml)で測定可能

で,さらに短時間(約 20 分)で結果が得られるという長所を持っている。 


